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椎体高位別特徴
Characteristics of patients per vertebral level of
fresh lumbar spondylolysis
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〔要旨〕【目的】新鮮腰椎分離症の椎体高位別特徴について検討した．【方法】対象は当院にて新鮮腰椎分
離症と診断された 381例とした．対象を第 2・第 3腰椎分離症（L2・3群，33例：男 20，女 13），第 4
腰椎分離症（L4群，140例：男 119，女 21），第 5腰椎分離症（L5群，208例：男 177，女 31）の 3群に分
け比較した．
【結果】発症高位と年齢について，男性にて L4群（15歳 1か月±1歳 5か月）と比べて L5群（14歳
4か月±1歳 10か月）は有意に低かった（p＜0.01）．発症年齢と性差について，L2・3群は L4群，L5
群と比較し女性の割合が有意に高かった（p＜0.01）．新体操，陸上競技の跳躍，バレーボールのスパイカー
に L2・3発症例がみられた．
【結語】椎体高位が低くなるにつれて平均年齢が低くなる傾向がみられた．競技特性によって上肢から
の動きが上位椎体発症に影響する可能性がある．

はじめに

新鮮腰椎分離症は腰椎椎弓の椎間関節突起部に
繰り返し負荷がかかり発生する疲労骨折であり１），
体幹伸展と回旋で腰椎関節突起間部（pars）に応力
が集中し疲労骨折に至る２）とされている．腰椎分離
症の発症椎体は第 5腰椎に多いが，第 1腰椎から
第 5腰椎まで全ての椎体での報告がある３）．腰椎分
離症の調査は多く，年齢は中学生年代に，性別は
男性に，競技種目は野球やサッカーに多い３）ことが
知られているが，椎体高位別に検討した報告は少
ない．当院を受診した新鮮腰椎分離症患者に対し
て，発症椎体高位における年齢や性別，スポーツ
種目，競技ポジションについて調査，検討した．

対象および方法

2015年 3月から 2020年 3月までに当院にて，

新鮮腰椎分離症と診断された 381例を対象とし
た．新鮮腰椎分離症の診断はMRIの STIR画像に
て椎弓根に高信号を認めたものとした．対象を第
2・第 3腰椎分離症（以下，L2・3群），第 4腰椎分
離症（以下，L4群），第 5腰椎分離症（以下，L5
群）の 3群に群分けした．辰村４）らは上位腰椎分離
症の検討に第 1腰椎から第 3腰椎までを上位とし
ているため，第 2腰椎と第 3腰椎をまとめて検討
した．評価項目は年齢，性別，スポーツ種目，競
技ポジションとした．各評価項目について 3群間
で比較検討した．
倫理的配慮は，ヘルシンキ宣言に基づき対象者

とその保護者に本研究について説明し，口頭・書
面にて同意を得た．統計学的検討には，年齢は
Shapiro-Wilk検定にて正規性を確認した後，一元
配置分散分析を行い Bonferroniの補正を行った．
性別はカイ二乗検定を行い有意差を認めた場合は
残差分析を行った．有意水準は 1％とした．
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図 1 椎体高位
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結 果

L2・3群は 33例，L4群は 140例，L5群は 208
例であった（図 1）．第 1腰椎発症はいなかった．
平均発症年齢は L2・3群の男性 15歳 3か月±

2歳 2か月，女性 15歳 0か月±1歳 9か月，L4
群の男性 15歳 1か月±1歳 5か月，女性 14歳 11
か月±1歳 8か月，L5群の男性 14歳 4か月±1
歳 10か月，女性 14歳 3か月±1歳 10か月であっ
た．男性において L4群と比較し L5群は有意に発
症年齢が低かった（p＜0.01）．男女ともに椎体高位
が低くなるにつれて平均年齢が低くなる傾向がみ
られた（図 2）．年齢分布では，L2・3群は男女と
も分布に差はなかった．L4群は男性 14歳，女性
16歳が最も多く，次いで男性は 15歳，16歳が，
女性は 13歳，14歳が多かった．L5群は男女とも
14歳が最も多く，次いで男性は 13歳，16歳が多
く，女性は 12歳から 17歳まで均等に分布してい
た（図 3）．
性別について，L2・3群は L4群，L5群と比較し

女性の割合が有意に高かった（p＜0.01）（図 4）．
各スポーツ種目にて L2・3群の占める割合は，
男性はテニスで 20％，女性は新体操で 57.1％で
あった．L4群の占める割合は，男性はハンドボー
ルで 70％であった．L5群の占める割合は，男性は
バレーボールで 66.7％，野球で 59.2％，サッカーで
57.4％，女性はバレーボールとテニスで 80％で
あった（図 5）．
ポジションについて，サッカーにおいて新鮮腰

椎分離症の発症数は DFが最も多かったが，ポジ
ション別に椎体高位の違いはなかった．野球にお
いて新鮮腰椎分離症の発症数は投手が最も多かっ
たが，ポジション別に椎体高位の違いはなかった．
陸上競技の L2・3群発症は跳躍，投擲競技者であ
り，短距離，長距離競技者の発症はみられなかっ
た．バレーボールにおいて新鮮腰椎分離症の発症
数はスパイカーが最も多く，スパイカーとセッ
ターに L2・3群の選手がみられた．バスケットは
どのポジションにも発症しており，ガードとセン
ターに L2・3群の選手がみられた．ハンドボール
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図 3　男女別年齢分布
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は L2・3群の発症はみられなかった（図 6）．

考 察

本研究では新鮮腰椎分離症を椎体高位別に
L2・3群，L4群，L5群の 3群に群分けし，その特
徴を検討した．
年齢は男女間に有意差はなかった．新鮮腰椎分
離症は疲労骨折と考えられているが Scammonの
成長曲線で見られるような growth spurtの差の
ような男女差はなかった．辰村３）も男女間の受診時
年齢に差がないとし，その理由は中学生では部活
動による定期的運動が導入されるためと推察して
いる．身体的成長よりも運動習慣の方が発症に与
える影響が大きい可能性がある．また L5が低年
齢であった理由として，加藤５）は腰椎伸展運動にて
下位腰椎は上位腰椎より parsへの負担が大きく

なるとしており，L5は最も parsへの負荷がかか
りやすい力学的特徴があると考えられる．塚越ら６）

は，12歳以下は 13歳以上と比較し L5発症が有意
に多かったとしている．低年齢の者は力学的負荷
がかかりやすい部位から発症すると考えられる．
性別について，女性の割合は L2・3群が L4群，
L5群と比較して有意に高かった．その理由とし
て，女性特有の競技である新体操に L2・3群が多
かったこと，また腰椎分離症の好発競技である野
球やサッカーは男性の競技人口が圧倒的に多く，
その多くが L4，L5発症であるためと考えられる．
スポーツ種目では，新体操に L2・3群が多かっ
た．Jhaら７）は新体操選手に Th10・Th11胸椎疲労
骨折を報告し，新体操選手特有の体幹回旋を伴う
極端な体幹伸展は対側の椎間関節に最大の圧縮応
力を引き起こす可能性があると述べている．また
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図 4　性別
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図 5　スポーツ種目別椎体高位
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図 6　ポジション別椎体高位
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バレーボールをポジション別にみると，スパイ
カーに L2・3群が 3例いた．辰村ら４）は上位腰椎
分離症の検討にてバレーボールが多く，スパイク
動作の影響を指摘し，垂直跳躍時に上肢を振り上
げる際に上位腰椎への負荷がかかる可能性を述べ
ている．また陸上競技にて短距離，長距離は L4
群，L5群のみであったが，跳躍で L2・3群は 4
例発症していた．跳躍競技は空中で体を大きく反
るため上位腰椎により負荷がかかる可能性が考え
られる．これらの動作は上肢の動きを大きく使用
する動作に起因する．宇佐ら８）は腹臥位での股関節
伸展運動では下位腰椎は伸展し，上位腰椎は運動
が生じないと述べ，畠ら９）は腹臥位での体幹伸展に
て上位腰椎が伸展したとしている．上肢からの体
幹伸展を伴う動作が多い競技では，上位腰椎に分
離症が発症する可能性があると考えられる．

結 語

新鮮腰椎分離症患者の特徴を椎体高位別に検討
した．椎体高位が下がるにつれて，平均年齢が低
かった．性別は L2・3群にて女性の割合が他の椎
体と比較して有意に高かった．スポーツ種目は新
体操で L2・3群の占める割合が高かった．陸上競
技にて L2・3群は短距離，長距離には発症してお
らず，跳躍，投擲に発症していた．
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Characteristics of patients per vertebral level of
fresh lumbar spondylolysis

Miyake, H.＊, Sugiyama, T.＊, Himi, R.＊, Ishikawa, T.＊

＊ Shizuoka Mirai Sports Orthopedics
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〔Abstract〕 This study investigated the characteristics of patients per the vertebral level of fresh lumbar spondy-
lolysis.
The subjects were 381 patients diagnosed with lumbar spondylolysis at our clinic. The subjects were divided

into three groups per the lumbar spondylolysis vertebral level: the L2-3 group, L4 group, and L5 group.
The average age of males in the L5 group was significantly lower than that in the L4 group (p＜ 0.01). Regard-
ing sex, the percentage of females in the L2-3 group was significantly higher than in the L4 and L5 groups (p ＜
0.01). In the L2-3 group, patients had participated in rhythmic gymnastics, track and field jumping events, and vol-
leyball spiking.
The average age of the group tended to decrease the lower the vertebral level. Results indicate that, depending

on the sports event, movement of the upper extremities may influence the onset of upper vertebral spondylolysis.


